






















★
試
験
と
講
座
の
概
要
★
 

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
講
座
 

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
の
概
要
 
 

  ①
試
験
の

　
　
位
置
づ
け

 ②
受
験
料

 ③
試
験
時
間

 ⑤
出
題
数

3つ
の
分
野
か
ら
出
題
・
・
・
・
・
・
【出
題
数
】

●
ス
ト
ラ
テ
ジ
系

(経
営
全
般

)・
・
【
35
問
程
度
】

●
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
（
IT
管
理
）
・
・
【
20
問
程
度
】

●
テ
ク
ノ
ロ
ジ
系
（I
T
技
術
）・
・
・
【
45
問
程
度
】

★
試
験
終
了
後
、
画
面
上
に
採
点
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

★
合
格
者
に
は
、
後
日
合
格
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
試
験
を
お
こ
な
う
C
B
T
（
C
o
m
pu
te
r

B
as
e
d 
T
e
st
in
g）
方
式
。
電
卓
使
用
不
可
。

 ⑦
合
格
基
準
（
1）
総
合
評
価
点
：
　
6
0
0
点
以
上
／
1
0
0
0
点
満
点

（
2）
分
野
別
評
価
点
：
3つ
の
分
野
ご
と
に
満
点
の

30
％
以
上

次
の
（
1）
、
（
2）
の
両
方
を
満
た
し
た
場
合
、
合
格
と
す
る
。

・
小
問
形
式
（
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
問
題
）

・
小
問
形
式
の
問
題

: 1
00
問

12
0分
（
2時
間
）
 時
間
帯
は
会
場
に
よ
り
異
な
る

経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
「
情
報
処
理
技
術
者
試
験
」
の
一

区
分
で
あ
り
，
職
業
人
と
し
て
誰
も
が
備
え
て
お
く
べ
き
，
情
報

技
術
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
測
る
国
家
試
験
で
あ
る
。

 ⑥
分
野
別

　
出
題
数

 ④
問
題
形
式

　
と
出
題
方
式

5
,7
0
0
円
（
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
か
ら
）

★
注
意
：
　
中
問
形
式
の
問
題
（
一
つ
の
状
況
設
定
に
対
し
、

複
数
の
視
点
か
ら
知
識
・
理
解
を
問
う
問
題
）は
平
成

28
年

3
月
以
降
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
小
問
形
式
の
み
で
す
。

●
本
講
座
の
概
要
と
合
格
の
ポ
イ
ン
ト
 
 

C
B
T
方
式
に
よ
る

 「
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
」
の
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

A
 IT
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
対
策
テ
キ
ス
ト
（
講
義
で
使
用
し
ま
す
）

B
 IT
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
対
策
問
題
集
（
自
己
学
習
用
）

C
 本
試
験
問
題
集
［
H

26
秋
～

H
27
秋
公
開
］
（
自
己
学
習
用
）

D
 実
力
テ
ス
ト
１
～
３
（
自
己
学
習
）
　
→
答
案
用
紙
を
提
出

E
 総
合
実
力
テ
ス
ト
（
最
終
回
に
実
施
）
　
→
答
案
用
紙
を
提
出

F 
補
足
資
料
（
そ
の
都
度
配
布
：
講
義
で
使
用
し
ま
す
）

・
合
格
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
楽
し
む
こ
と
。

・
こ
ま
ぎ
れ
の
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
。

・
勉
強
す
る
こ
と
を
生
活
の
リ
ズ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
。

 ①
目
　
的
　

 ③
合
格
の

　
　
ポ
イ
ン
ト

 ②
本
講
座
で

の
配
布
教
材

 

●
出
 
題
 
範
 
囲
 
（
3
分
野
 
9
つ
の
大
分
類
 
2
3
の
中
分
類
）
 

  
担
当
：
三
ッ
矢
 

分
野

大
分
類

主
な
出
題
ポ
イ
ン
ト

企
業
と
法
務

1
企
業
活
動

2
法
務

経
営
戦
略

3
経
営
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

4
技
術
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

5
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

シ
ス
テ
ム
戦
略

6
シ
ス
テ
ム
戦
略

7
シ
ス
テ
ム
企
画

開
発
支
援

8
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術

9
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
管
理
技
術

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

11
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

12
シ
ス
テ
ム
監
査

基
礎
理
論

13
基
礎
理
論

14
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

15
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
構
成
要
素

16
シ
ス
テ
ム
構
成
要
素

17
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

18
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

技
術
要
素

19
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

20
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

21
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

22
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

23
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

★
出
題
範
囲
は
広
い
の
で
，
計
画
的
な
学
習
が
必
要
で
す
ね
。

●
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
，
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
，
IT
社
会
を
生
き
る
上
で
欠
か
せ
な
い
技
術
要
素

に
関
す
る
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。

●
身
近
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
な
利
用
を
行
う
た
め
に
必

要
な
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。
不
正
ア
ク
セ
ス
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
、
暗
号
化
な
ど
。

★
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
の
内
容
は
特
に
出
題
率
が
高
い
で
す
。

（
3
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
(I
T
技
術
) 
【出
題
率
約
45
％
】

●
基
礎
的
な
用
語
・概
念
な
ど
の
知
識
や
、
論
理
的
な
思
考

能
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

●
利
用
す
る
情
報
機
器
及
び
シ
ス
テ
ム
を
把
握
す
る
た
め
に
，

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
，
シ
ス
テ
ム
構

成
要
素
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。

中
分
類

★
分
野
ご
と
に
合
格
基
準
評
価
点
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
，
す
べ
て
の
分
野
を
ま
ん
べ
ん
な
く
学
習
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
業
務
は
企
業
が
立
て
る
戦
略
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で

す
。
よ
っ
て
，
経
営
戦
略
や
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
つ
い
て
，
ひ
と
と

お
り
理
解
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

（
1
）
ス
ト
ラ
テ
ジ
(経
営
全
般
)【
出
題
率
約
35
％
】

●
企
業
が
情
報
化
を
行
う
の
は
，
業
務
改
善
の
た
め
で
す
。

よ
っ
て
，
ま
ず
は
企
業
活
動
や
担
当
業
務
に
つ
い
て
，
理
解
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
，
企
業
活
動
や
業
務
に

関
す
る
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。

●
業
務
改
善
を
行
う
に
は
，
現
状
を
把
握
・分
析
し
，
解
決
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
，
デ
ー
タ
分
析
や
問

題
解
決
の
た
め
の
手
法
に
関
す
る
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。

●
企
業
が
守
る
べ
き
規
範
や
，
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

上
で
守
る
べ
き
法
律
に
関
す
る
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。
特
に

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
法
規
の
出
題
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　 ス ト ラ テ ジ 系 　 マ ネ ジ メ ン ト 系 　 テ ク ノ ロ ジ 系

（
2
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(I
T
管
理
) 
【出
題
率
約
20
％
】

●
シ
ス
テ
ム
開
発
と
運
用
の
支
援
を
行
う
た
め
に
，
シ
ス
テ
ム

開
発
の
流
れ
や
見
積
り
の
技
法
，
運
用
に
関
す
る
知
識
が
問

わ
れ
ま
す
。

●
シ
ス
テ
ム
開
発
は
「プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
り
，
「プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
は
「マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」が
必
要
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
目
的
や
プ
ロ
セ
ス
の
流
れ
な
ど
が
問
わ
れ
ま
す
。

●
IT
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
高
め
る
た
め
の
「サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」に
つ
い
て
，
理
解
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。



★
C
B
T
試
験
 
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
－
ｐ

1 
 
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
は
C
B
T
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
 
 
 
 
 

●
C
B
T
方
式
の
試
験
に
つ
い
て
 
 
 

 
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
は
，
平
成

23
年

11
月
以
降
，

CB
T
方
式
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
，

受
験
者
が
都
合
の
よ
い
日
時
・会
場
を
選
択
し
て
受
験
で
き
る
ほ
か
，
受
験
申
込
み
か
ら
試
験
結

果
の
確
認
ま
で
が
迅
速
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
受
験
申
込
み
は
試
験
前
日
の
午
前
中
ま
で
可
能
で

あ
り
，
採
点
結
果
は
試
験
終
了
直
後
に
画
面
上
で
確
認
で
き
ま
す
。
） 

 
受
験
申
込
み
は
，
受
験
日
の

3
か
月
前
か
ら
行
え
ま
す
。
試
験
会
場
，
試
験
会
場
ご
と
の
試
験

開
催
日
時
，
申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
，
試
験
セ
ン
タ
ー
の
専
用
サ
イ
ト
に
て
公
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
，
詳
し
く
は
，
試
験
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

3.
jit

ec
.ip

a.
go

.jp
/J

ite
sC

bt
/in

de
x.

ht
m

l 
●
受
験
申
込
み
～
受
験
ま
で
の
お
お
ま
か
な
流
れ
 
 

（
1）

 利
用
者
登
録
：
 試
験
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
よ
り
，
利
用
者

ID
の
登
録
を
行
う
。

 
（
2）

 申
込
み
：
 受
験
料
の
支
払
方
法
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
，
バ
ウ
チ
ャ
ー
の
場
合
は
受
験
日
前

日
の
午
前
中
ま
で
に
，
コ
ン
ビ
ニ
の
場
合
は
受
験
日
の

5日
前
ま
で
に
，
試
験
セ
ン
タ
ー
の

サ
イ
ト
か
ら
試
験
会
場
，
試
験
日
，
時
間
帯
を
指
定
・
予
約
し
，
受
験
番
号
，
利
用
者

ID
，

確
認
コ
ー
ド
等
が
記
さ
れ
た
「確
認
票
」
を
印
刷
し
て
お
き
ま
す
。
 
〔
試
験
会
場
，
試
験
日
，

時
間
帯
は
，
予
約
を
行
っ
た
後
で
も
，
試
験
日
の

7
日
前
ま
で
な
ら
変
更
可
能
で
す
。
〕 

（
3）

 試
験
当
日
：
「確
認
票
（
又
は
受
験
番
号
・
利
用
者

ID
，
確
認
コ
ー
ド
を
メ
モ
し
た
も
の
）
」
と

「
身
分
証
明
書
」
を
持
参
し
て
試
験
会
場
へ
行
き
，
受
付
に
提
示
し
ま
す
。
 
〔
身
分
証
明
書

は
顔
写
真
付
き
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
（
パ
ス
ポ
ー
ト
，
運
転
免
許
証
，

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
，
外
国
人
登
録
証
な
ど
）
で
す
。
〕 

受
付
の
指
示
に
従
い
，
ロ
ッ
カ
ー
に
荷
物
を
入
れ
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
に
入
室
。
指
定

さ
れ
た
座
席
に
着
席
し
，
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
。

 

●
採
点
結
果
・
合
格
発
表
・
合
格
証
書
 
 

●
試
験
終
了
後
，
画
面
上
の
「
試
験
結
果
レ
ポ
ー
ト
」
に
採
点
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
（
総

合
評
価
点
と
分
野
別
評
価
点
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
合
否
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
） 

●
試
験
実
施
月
の
翌
月
中
旬
ぐ
ら
い
に
，
合
格
者
の
受
験
番
号
が
試
験
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
 
ま
た
，
合
格
者
に
は
後
日
「合
格
証
書
」
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

 

●
試
験
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
で
，
C
B
T
試
験
を
疑
似
体
験
し
て
お
こ
う
！
 
 

CB
T
方
式
の
試
験
は
，
従
来
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
試
験
と
は
実
施
方
法
が
大
き
く
異
な
る
た
め
，
試

験
セ
ン
タ
ー
で
は
，
受
験
の
前
に
受
験
画
面
や
操
作
方
法
を
体
験
・
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
，
「
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
疑
似
体
験
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
は
情
報
処
理
技
術
者
試
験
セ
ン
タ
ー
の
下
記
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

ht
tp

s:/
/w

w
w

3.
jit

ec
.ip

a.
go

.jp
/J

ite
sC

bt
/h

tm
l/g

ui
da

nc
e/

tr
ia

l_
ex

am
ap

p.
ht

m
l 

（
ま
た
は
試
験
申
込
み
ペ
ー
ジ
「
ht

tp
s:/

/w
w

w
3.

jit
ec

.ip
a.

go
.jp

/J
ite

sC
bt

/in
de

x.
ht

m
l」
の
タ

ブ
見
出
し
「
受
験
案
内
」
を
ポ
イ
ン
ト
→

 C
BT
疑
似
体
験
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
，
上
記
の
ペ

ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。
） 

★
受
験
前
に
疑
似
体
験
し
て
、
操
作
に
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

 

**
**

**
**

*操
作
画
面
の
見
本

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
* 

（
1
）
ロ
グ
イ
ン
画
面
 

 



★
C
B
T
試
験
 
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
－
ｐ

2 


 
ロ
グ
イ
ン
後
に
注
意
事
項
と
操
作
説
明
（
複
数
ペ
ー
ジ
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

 


 
「
試
験
開
始
」ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
，
試
験
開
始
と
な
り
，
残
り
時
間
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

 

 （
2
）
問
題
画
面
 

 


 
文
字
の
表
示
倍
率
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 


 
「
表
計
算
ソ
フ
ト
の
機
能
・
用
語
（
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
用
）
を
表
示
し
て
確
認
で
き
ま
す
。

 
 


 
問
題
は
ス
ト
ラ
テ
ジ
系
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
，
テ
ク
ノ
ロ
ジ
系
の
順
に
出
題
さ
れ
ま
す
。

 


 
問
題
文
を
読
み
，
解
答
欄
の
「
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
」
の
う
ち
の
一
つ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
選
択
し
ま

す
。

 


 
「次
の
問
へ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
，
次
の
問
へ
移
動
し
ま
す
。

10
0
問
目
の
場
合
は
問

1
へ

移
動
し
ま
す
。

 


 
「前
の
問
へ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
，
前
の
問
へ
移
動
し
ま
す
。

 

 

 
  

 
後
で
見
直
し
た
い
問
題
に
は
，
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
「
後
で
見
直
す
た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
」
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
お
く
と
，
画
面
左
下
の
「解
答
状
況
」欄
に
印
が
付
き
ま
す
。

 


 
画
面
左
下
の
「解
答
状
況
」欄
で
は
，
問

1～
10

0ま
で
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
表
示
で
き
ま
す
。
問

番
号
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
，
選
択
し
た
問
題
に
す
ば
や
く
移
動
で
き
ま
す
。

 


 
「解
答
見
直
し
」ボ
タ
ン
で
，
解
答
一
覧
を
表
示
で
き
ま
す
。
 


 
画
面
右
下
の
「試
験
終
了
」を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
，
解
答
を
終
了
し
て
採
点
に
移
り
ま
す
。
 


 
採
点
が
終
了
す
る
と
，
総
合
評
価
点
・分
野
別
評
価
点
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
 

 

★
そ
の
他
：
 
電
卓
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
試
験
時
間
中
に
は
，
机
上
に
用
意
さ
れ
た
メ
モ
用
紙
に

メ
モ
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（こ
の
メ
モ
は
持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
。
 

 

解
答
見
直
し
ボ
タ
ン

 

表
示
倍
率
を
変
更

で
き
ま
す
。

 

表
計
算
の
仕
様
を
表
示

で
き
ま
す
。

 



　通学DVD・Web/DVD通信　ITパスポート本科生　各回の予定
●予定には多少のずれが生じることもございます。　また、5～10分程度、講義時間を延長させていただくこともございますがご了承ください。●予定には多少のずれが生じることもございます。　また、5～10分程度、講義時間を延長させていただくこともございますがご了承ください。●予定には多少のずれが生じることもございます。　また、5～10分程度、講義時間を延長させていただくこともございますがご了承ください。●予定には多少のずれが生じることもございます。　また、5～10分程度、講義時間を延長させていただくこともございますがご了承ください。

★★★★宿題：宿題：宿題：宿題：その日に講義で行った範囲のその日に講義で行った範囲のその日に講義で行った範囲のその日に講義で行った範囲の「問題集」「問題集」「問題集」「問題集」の問題は宿題とします。近日中に行っておきましょう！！の問題は宿題とします。近日中に行っておきましょう！！の問題は宿題とします。近日中に行っておきましょう！！の問題は宿題とします。近日中に行っておきましょう！！ 宿題２宿題２宿題２宿題２ 宿題３宿題３宿題３宿題３ 宿題４宿題４宿題４宿題４
受講受講受講受講
期間期間期間期間

分野分野分野分野
テキストのテキストのテキストのテキストの

PartPartPartPart
節節節節 回回回回 宿題１宿題１宿題１宿題１

【試験対策問題集】
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2-7 2-7 システム戦略
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3-5 第第第第 3-5 システム移行と保守 26, 1,
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5-3 回回回回 5-3 確率 　　ｐ106問16
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6-6 6-6 入力装置

6-7 6-7 出力装置
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Part１Part１Part１Part１
　　　　企業と法務企業と法務企業と法務企業と法務

ストストストスト

①①①①

ストストストスト

②②②②

ストストストスト

③③③③

マネマネマネマネ

①①①①

ママママ
ネネネネ
ジジジジ
メメメメ
ンンンン
トトトト
系系系系 マネマネマネマネ

②②②②
Part４Part４Part４Part４
　　　　プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト
　　　マネジメントと　　　マネジメントと　　　マネジメントと　　　マネジメントと
　　サービス　　サービス　　サービス　　サービス
　　　マネジメント　　　マネジメント　　　マネジメント　　　マネジメント

    
テテテテ
クククク
ノノノノ
ロロロロ
ジジジジ
系系系系

Part５Part５Part５Part５
　　　　情報科学の情報科学の情報科学の情報科学の
　基礎理論　基礎理論　基礎理論　基礎理論

テクテクテクテク

①①①①

テクテクテクテク

②②②②
Part６Part６Part６Part６
　　　　コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ
　システムの　システムの　システムの　システムの
　構成要素　構成要素　構成要素　構成要素

テクテクテクテク

③③③③

テクテクテクテク

④④④④
Part７Part７Part７Part７
　　　　ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア テクテクテクテク

⑤⑤⑤⑤

●実力テスト・総合実力テスト、
　　　　　　　　　問題集の問題を繰り返し解くこと
注：注：注：注：本試験問題集には中問も掲載されていますが、現
在の本試験は小問のみで、中問はありません。

Part８Part８Part８Part８
　　　　メディアとメディアとメディアとメディアと
　データベース　データベース　データベース　データベース テクテクテクテク

⑥⑥⑥⑥

Part９Part９Part９Part９
　　　　ネットワークネットワークネットワークネットワーク

テクテクテクテク

⑦⑦⑦⑦

テクテクテクテク

⑧⑧⑧⑧
Part１０Part１０Part１０Part１０
　　　　セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

テクテクテクテク

⑨⑨⑨⑨

全分
野

総合実力テス総合実力テス総合実力テス総合実力テス
トトトト

最終最終最終最終
回回回回

全分野のアウトプット学習と総合復習
（前半：テスト演習　　後半：解説講義）



★
補
足
資
料
〔
ス
ト
ラ
テ
ジ
①
〕－
ｐ

1 

◆
棒
グ
ラ
フ
は
必
ず
背
の
高
い
順
に
並
べ
ま
す
。

 
◆
上
図
の
例
で
は
、
①
仕
上
げ
不
良
と
 
②
キ
ズ
不
良
さ
え
解
決
す
れ
ば
、

 
不
良
品
の

70
％
が
無
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

 
①
と
②
は
と
て
も
重
要
な
原
因
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

 

◆
全
体
を
調
べ
た
だ
け
で
は
不
良
品
が
増
え
た
要
因
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
機
械
別
」
、
「
作

業
員
別
」
な
ど
の
層

(グ
ル
ー
プ

)に
分
け
て
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
傾
向
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
不
良
品
の
要
因
を
特
定
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

 
1
-
2
 
品
質
管
理
技
法
（
Q
C
七
つ
道
具
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
L
e
s
s
o
n
１
 
 
パ
レ
ー
ト
図
と
は
…
（
重
要
な
も
の
を
見
つ
け
る
た
め
の
グ
ラ
フ
）
*
*
*
*
*
* 

●
背
の
高
い
順
に
並
べ
た
棒
グ
ラ
フ
と
累
積
値
を
示
す
折
れ
線
グ
ラ
フ
と
の
複
合
グ
ラ
フ
 

                     ●
A
B
C
分
析
：
 
重
要
度
を

A，
B，

C
の

3
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
群
）
に
分
け
て
分
析
す
る
技
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
基
準
で
グ
ル
ー
プ
分
け
し
ま
す
。
↓

 

A
群
：
 
累
積
比
率
が
初
め
て

70
％
以
上
に
な
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
（
上
記
の
例
で
は
①
と
②
が

A
群
） 

B
群
：
 
A
群
以
外
で
，
累
積
比
率
が
初
め
て

90
％
以
上
に
な
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
（
③
が

B
群
） 

C
群
：
 
そ
の
他
 
（上
記
の
例
で
は
④
が

C
群
） 

 
L
e
s
s
o
n
２
 
 
A
B
C
分
析
の
問
題
の
解
き
方
（
テ
キ
ス
ト
ｐ
1
0
）
 
*
*
**
*
* 

●
テ
キ
ス
ト
ｐ

10
の
売
上
高
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
き
、

 
A
群
の
商
品
点
数
は
い
く
つ
か
？
（
こ
こ
で
、

A
群
は

70
％
以
上
と
す
る
。
）
  

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
く
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
解
答
を
導
き
ま
す
。

 
 
 
手
 
順
 
 

(1
) 
売
上
高
の
合
計
を
求
め
る
。
 
（
10
＋

15
＋

13
0＋

60
＋

35
＋

22
0＋

50
＋

80
＝

60
0）

 

(2
) 
売
上
高
合
計
の

70
％
の
金
額
を
求
め
る
・
・・
・
（
60

0×
0.

7＝
42

0）
 

(3
) 
売
上
高
を
大
き
い
順
に
加
算
し
て
い
き
，
初
め
て

(2
)で
求
め
た
金
額
（
42

0）
以
上
に
な

っ
た
時
点
ま
で
の
商
品
の
品
目
数
を
求
め
る
。
 

22
0＋

13
0＋

80
＝

43
0 

★
累
計
が
初
め
て

42
0
以
上
と
な
る
の
は
、

f，
c，

h
の
上
位

3
つ
の
商
品
ま
で
の
売
上
高

を
加
算
し
た
「4

30
」の
時
点
な
の
で
、
重
点
的
に
発
注
・
在
庫
管
理
を
す
べ
き
A
群
の
商

品
は
、
f，

c，
h
の
3
品
目
で
す
ね
。
 

 
L
e
s
s
o
n
３
 
 
層
別
（
テ
キ
ス
ト
ｐ
1
3
 
Q
C
七
つ
道
具
）
 
**
*
*
**
*
*
**
*
*
* 

●
層
別
と
は
、
デ
ー
タ
群
を
い
く
つ
か
の
層
（
グ
ル
ー
プ
）
に
分
け
て
調
べ
る
こ
と
。

 

   

4
0

3
0

2
0

1
0

4
0

7
0

9
0

1
0
0

01
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

①
仕
上
げ
不
良

②
キ
ズ
不
良

③
寸
法
違
い

④
そ
の
他

累
積
比
率

（
％
）

不
良
件
数

原
因

４ 月
 

５ 月
 

６ 月
 

全
体

 

４ 月
 

５ 月
 

６ 月
 

要
因
！

 

４ 月
 

５ 月
 

６ 月
 

機
械
別

 

機
械

A 
機
械

B 

４ 月
 

５ 月
 

６ 月
 

要
因
！

 

４ 月
 

５ 月
 

６ 月
 

作
業
員
別

 

作
業
員

A 
作
業
員

B 

不 良 品 数 

累
計

 

累
計

 

累
計

 
累
計
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2 
 
1
-
3
 
意
思
決
定
と
問
題
解
決
技
法
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
L
e
s
s
o
n
４
 
 
経
済
的
発
注
量
（
テ
キ
ス
ト
ｐ
1
6
 
在
庫
管
理
）
*
**
*
*
**
*
 

●
発
注
点
方
式
（
定
量
発
注
方
式
）
で
は
、
年
間
総
費
用
（
発
注
費
用
＋
保
管
費
用
）
が
最
小
と

な
る
よ
う
な
１
回
当
た
り
の
発
注
量
（
＝
経
済
的
発
注
量
）を
探
る
必
要
が
あ
る
。
 

      

 
L
e
s
s
o
n
５
 
 
線
形
計
画
法
（
テ
キ
ス
ト
ｐ
1
7
～
1
8
最
適
化
問
題
関
連
）
 
*
*
**
*
* 

●
線
形
計
画
法
と
は
、
制
約
条
件
下
に
あ
る
資
源
を
ど
の
よ
う
に
配
分
し
た
ら
最
大
の
効

果
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
解
く
手
法
で
あ
る
。
 

-
-
-
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
-
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
-
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
--
-
-
-
-
- 

●
テ
キ
ス
ト
ｐ
17
の
制
約
条
件
下
で
利
益
を
最
大
に
す
る
に
は
、
製
品
A
・B
を
そ
れ
ぞ
れ
何
個
ず

つ
製
造
す
れ
ば
よ
い
か
。
ま
た
、
そ
の
最
大
利
益
は
い
く
ら
に
な
る
か
？
 

p1
7
の
制
約
条
件
式

 
①

 3
ｘ
＋

2y
≦

24
0 

 
②

 x
＋

2ｙ
≦

12
0 

 
③

 x
≧

0 
④

 y
≧

0 
●
グ
ラ
フ
よ
り
、

4
つ
の
不
等
式

 
を
満
た
す
範
囲
の
中
で
、

 
利
益
が
最
大
と
な
る
製
造
数
の

 
候
補
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。

 
(1

)（
0，

60
）
↓

 
 
 
製
品

B
の
み

60
個
製
造

 
(2

)（
80
，

0）
↓

 
 
 
製
品

A
の
み

80
個
製
造

 
(3

) 
2
本
の
直
線
の
①
と
②
の
交
点
の
座
標

 
こ
こ
で
、
直
線
①
②
の
交
点
の
座
標
を
求
め
る
と
、

 
 
①
 
3
ｘ
＋
2
ｙ
＝
2
4
0
 
 

 
②
 
 
ｘ
＋
2
ｙ
＝
1
2
0
 
 
 

 
 
 

 2
ｘ
 
 
 
＝

12
0 

 
 
 

  
ｘ
 
 
 
＝

60
 

 
②
の
式
に

60
を
代
入

 
 
 

 6
0＋

2ｙ
＝

12
0 
→

 2
ｙ
＝

60
 
→
 
ｙ
＝

30
 

(3
)（

60
，

30
）
↓

 
 
 
製
品

A
を

60
個
、
製
品

B
を

30
個
製
造

 

事
例
）
●
年
間
総
需
要
量
＝
4
0
0
個

●
１
回
の
発
注
に
要
す
る
費
用
＝
2
[万
円
]

●
平
均
在
庫
量
＝
1
回
の
発
注
量
の
1
/
2
と
す
る

●
年
間
保
管
費
用
＝
平
均
在
庫
量
1
個
当
た
り
1
[万
円
]

1
回
の
発

注
量
：
X
発
注
回
数

(4
0
0
/
X
)
発
注
費
用

(4
0
0
/
X
)

×
2
[万
円
]

保
管
費
用

(X
/
2
）

×
1
[万
円
]

年
間

総
費
用

[万
円
]

1
0

4
0

8
0

5
8
5

2
0

2
0

4
0

1
0

5
0

3
0

1
4

2
8

1
5

4
3

4
0

1
0

2
0

2
0

4
0

5
0

8
1
6

2
5

4
1

6
0

7
1
4

3
0

4
4

7
0

6
1
2

3
5

4
7

8
0

5
1
0

4
0

5
0

9
0

5
1
0

4
5

5
5

1
0
0

4
8

5
0

5
8

発
注
量
と
費
用

0102030405060708090

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

1
回
の
発
注
量

費
用

[万
円
]

年
間
総
費
用

発
注
費
用

保
管
費
用

♪
こ
の
事
例
で
は
、

 
年
間
総
費
用
が
最
小

と
な
る
の
は
、

40
個
ず
つ
発
注
し
た
場

合
な
の
で
、
経
済
的

発
注
量
は

40
個
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

 

発
展
学
習

 

●
左
記
の

(1
)(2

)(3
)を
、
利
益
を
示
す
式

 
 
 
 

2x
＋

3y
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、

 

(1
) 

2×
0＋

3×
60
 
＝

18
0[
万
円

] 
(2

) 
2×

80
＋

3×
0 
＝

16
0[
万
円

] 
(3

) 
2×

60
＋

3×
30
 
＝

21
0[
万
円

] 
 よ
っ
て
、
最
大
利
益
は
、

 
製
品

A
を

60
個
，
製
品

B
を

30
個
製
造
し

た
場
合
の

21
0
万
円
で
あ
る
。

 

製
品

A 

製
品

B 
ｙ

 

ｘ
 

80
 

（
80
，

0）
 

12
0 

12
0 

①
 

3x
＋

2y
＝

24
0 

 
 
ｙ
＝
－

1.
5x
＋

12
0 

②
 

x＋
2y
＝

12
0 

 
 
ｙ
＝
－

0.
5x
＋

60
 

（6
0，

30
） 

4つ
の
不
等
式
を

 

満
た
す
範
囲

 

 

利
益
が
最
大
と
な
る

x，
y 

60
 

（
0，

60
） 0 
（
0，

0）
 

（
1）

 

（
2）

 

（
3）

 



★
補
足
資
料
〔
ス
ト
ラ
テ
ジ
①
〕－
ｐ

3 
 
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
題
１
 
定
期
発
注
方
式
 
・
・
・（
平
成

21
年
秋
期
 
問

11
）
・
・・
試
験
対
策
問
題
集
ｐ

9 
 
一
定
期
間
ご
と
に
最
適
量
を
発
注
す
る
方
式
を
定
期
発
注
方
式
と
い
う
。
こ
の
定
期
発
注
方
式
で

購
買
品
を
調
達
す
る
に
当
た
り
，
発
注
サ
イ
ク
ル
を

10
日
，
納
入
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を

5
日
，

1
日
の
平

均
消
費
量
を

50
個
，
安
全
在
庫
量
を

30
個
と
し
た
場
合
，
今
回
の
発
注
量
は
幾
ら
か
。
こ
こ
で
，

発
注
は
，
発
注
日
の
消
費
終
了
後
に
行
う
も
の
と
し
，
今
回
の
発
注
時
点
で
の
在
庫
量
は

30
0
個

で
，
発
注
残
は
な
い
も
の
と
す
る
。

 

 
ア
 

42
0 

イ
 

45
0 

ウ
 

48
0 

エ
 

53
0 

計
算
ス
ペ
ー
ス

 

     問
題
２
 
発
注
点
方
式
（
発
注
点
を
考
え
る
）
 
・
・・
・
・
（
平
成

23
年
秋
期
 
問

26
）
 

 
あ
る
商
店
で
販
売
し
て
い
る
商
品

A
の

1
週
間
の
売
上
個
数
の
分
布
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
商

品
A
の
発
注
か
ら
納
入
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が

1
週
間
の
と
き
，
品
切
れ
に
な
る
確
率
を

10
%
未

満
に
す
る
た
め
，
発
注
時
に
最
低
限
必
要
な
在
庫
は
幾
つ
か
。

 

売
上
個
数

 
86

 
87

 
88

 
89

 
90

 
91

 
92

 
93

 
94

 
分
布
計

 
分
布

(%
) 

1 
5 

11
 

20
 

26
 

20
 

11
 

5 
1 

10
0 

 
ア
 

87
 

イ
 

88
 

ウ
 

92
 

エ
 

93
 

計
算
ス
ペ
ー
ス

 

     

問
題
3
 
期
待
値
を
用
い
た
意
思
決
定
 
・
（
平
成

23
年
春
期
 
問

26
）
試
験
対
策
問
題
集
ｐ

10
 

 
X
社
で
は
来
期
に
製
品

A，
B，

C，
D
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
市
場
に
投
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
来
期
の
市
況
で
好
況
の
確
率
は

40
％
，
不
況
の
確
率
は

60
％
と
予
想
さ
れ
，
市
況
ご
と
の

各
製
品
の
予
想
売
上
高
が
表
の
と
お
り
で
あ
る
と
き
，
こ
の
市
場
か
ら
得
ら
れ
る
最
大
の
売
上
期
待

値
を
も
た
ら
す
製
品
は
ど
れ
か
。

 
単
位
 
百
万
円

 
市
況
 

製
品
A
 

製
品
B
 

製
品
C
 

製
品
D
 

好
況
 

1
2
 

1
8
 

2
0
 

1
0
 

不
況
 

1
0
 

8
 

6
 

1
2
 

 
ア
 
製
品

A 
イ
 
製
品

B 
ウ
 
製
品

C 
エ
 
製
品

D
 

計
算
ス
ペ
ー
ス

 

        

M
em

o：
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4 
 
「
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
の
 
解
答
・
解
説
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
題
１
 
定
期
発
注
方
式
 
・
・
・・
・
解
答
：
ウ

 
①
発
注
時
点
に
お
け
る
在
庫
量
は

30
0
個
で
あ
る
。
１
日
の
平
均
消
費
量
は

50
個
な
の
で
、
１
日

経
過
す
る
ご
と
に
在
庫
量
は

25
0、

20
0、

15
0、
…
と

50
個
ず
つ
減
っ
て
い
く
。
納
入
リ
ー
ド
タ
イ

ム
（
発
注
か
ら
納
入
ま
で
の
期
間
）
は
５
日
な
の
で
、
こ
の
期
間
の
消
費
量
は

50
×

5＝
25

0[
個

]
で
あ
り
、
納
入
日
の
在
庫
量
は
、

30
0－

25
0＝

50
[個

]に
減
っ
て
い
る
。

 
②
品
物
が
５
日
後
に
納
入
さ
れ
る
と
、
在
庫
量
は

50
＋
発
注
量
と
な
る
。

 
               ③
発
注
サ
イ
ク
ル
は

10
日
で
あ
り
、
納
入
日
（５
日
後
）
か
ら
次
の
納
品
日
（
15
日
後
）ま
で
は
納
入

が
な
く
、
１
日

50
個
ず
つ
減
っ
て
い
く
の
で
、

10
日
間
で

50
0
個
が
減
少
す
る
。

 
④
こ
の
「
50

0
個
減
少
し
た
状
態
」が
、
安
全
在
庫
量
（最
低
限
確
保
し
て
お
く
在
庫
量
）
で
あ
る

30
個
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
⑤
「
50

0
個
減
少
し
た
状
態
」で

30
個
以
上
と
な
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
「
納
品
直
後
の
状
態
」で

 
50

0＋
30
＝

53
0[
個

]以
上
の
在
庫
が
必
要
で
あ
る
。

 
⑥
納
品
直
前
の
在
庫
量
は

50
個
だ
っ
た
の
で
、
今
回
の
最
適
な
発
注
量
は
、

 
53

0－
50
＝

48
0[
個

] 
と
な
る
。

 

問
題
２
 
発
注
点
方
式
（
発
注
点
を
考
え
る
）
 
・
・・
・
・
解
答
：
ウ

 

 
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が

1
週
間
な
の
で
、
発
注
時
の
在
庫
数
が

1
週
間
の
売
上
個
数
よ
り
も
少
な
い
場

合
に
品
切
れ
に
な
る
。
売
上
個
数
の
最
大
は

94
で
あ
り
、
在
庫
数
が

94
個
の
場
合
、
品
切
れ
は

発
生
し
な
い
。
在
庫
数
が

93
個
の
場
合
、
品
切
れ
に
な
る
の
は
売
上
個
数
が

94
個
以
上
の
場
合

で
あ
り
、
そ
の
確
率
は

1％
で
あ
る
。
在
庫
数
が

92
個
の
場
合
、
品
切
れ
に
な
る
の
は
売
上
個
数
が

93
個
以
上
の
場
合
で
あ
り
、
そ
の
確
率
は
、

5＋
1＝

6％
で
あ
る
。
在
庫
数
が

91
個
の
場
合
、
品

切
れ
に
な
る
の
は
売
上
個
数
が

92
個
以
上
の
場
合
で
あ
り
、
そ
の
確
率
は
、

11
＋

5＋
1＝

17
％

で
あ
る
。

 

 
以
上
よ
り
、
品
切
れ
に
な
る
確
率
を

10
％
未
満
に
す
る
た
め
に
発
注
時
に
最
低
必
要
な
在
庫
数

は
、

92
[個

]で
あ
る
。

 
 問
題
3
 
期
待
値
を
用
い
た
意
思
決
定
 
・
・
・・
・
解
答
：
イ

 

 
本
問
で
は
起
こ
り
う
る
状
況
は
「
好
況
」と
「不
況
」の
二
つ
で
あ
り
、
製
品
別
に
売
上
期
待
値
を
求

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

製
品

A：
 

12
×

0.
4＋

10
×

0.
6 
＝

4.
8＋

6.
0 
＝

10
.8

[百
万
円

] 

製
品

B：
 

18
×

0.
4＋

8×
0.

6 
＝

7.
2＋

4.
8 
＝

12
.0

[百
万
円

] 

製
品

C：
 

20
×

0.
4＋

6×
0.

6 
＝

8.
0＋

3.
6 
＝

11
.6

[百
万
円

] 

製
品

D
：
 

10
×

0.
4＋

12
×

0.
6 
＝

4.
0＋

7.
2 
＝

11
.2

[百
万
円

] 

 
よ
っ
て
、
売
上
期
待
値
が
最
大
と
な
る
の
は
“製
品

B”
で
あ
る
。

 

 

発 注 日 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 日 後 

  日 後 1
0
 

  日 後 

安
全
在
庫
量
 

1
5
 

305010
0

②
 5
0
＋
発
注
量
 

③
10
日
間
で
 

5
0
×
1
0＝
5
00
個
の
減
少
 

④
こ
の
時
点
で
 

安
全
在
庫
量
の
3
0

個
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
す
る
 

②
５
日
後
、
在
庫
は

5
0
に
減
る
が
、
納
入

に
よ
り
、
発
注
量
の
分

が
増
え
る
 

次
の
 

発
注
日
 

次
の
 

納
入
日
 

①
５
日
間
で
 

5
0
×
5 

＝
2
5
0
個
 

の
減
少
 

発
注
サ
イ
ク
ル
＝
1
0

在
庫
量
 

納
入
日
 

40
0

50
0

20
0

30
0


